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文献考証の手法によって考察したものである。その構成は次の通りで、序章および全 3 章全 11 節と終章
から成る。 
 
序章  第一節  本稿の分析視角  
第二節  土佐明治維新史の修史事業について  
第三節  史料焼失問題と修史事業の限界  
第四節  土佐明治維新史研究史と平尾道雄  
第五節  本稿の構成について  
第一章  坂崎紫瀾と土佐明治維新史の形成－「汗血千里の駒」を中心に－ 
    第一節  坂崎紫瀾と土佐明治維新史の枠組みの創出  
    第二節  「汗血千里の駒」の枠組み  
    第三節  自由民権運動の中の「汗血千里の駒」  
    第四節  武市グループ三部作の完成－「南山皇旗之魁」－  
第二章  瑞山会と土佐明治維新史の形成－瑞山会諸士伝を中心に－  
    第一節  瑞山会以前の土佐殉難志士顕彰  
    第二節  瑞山会とその顕彰活動  
    第三節  瑞山会諸士伝の考察  
    第四節  瑞山会諸士伝に於ける坂本龍馬伝の形成  
    第五節  瑞山会諸氏伝による歴史意識の形成  
第三章  坂本龍馬伝に於ける伝説形成の過程－「船中八策」を中心に－  
    第一節  「船中八策」論の前提  























同志中の死没者に対する顕彰活動を契機に結集した組織（1884 年 3 月発足）で、中心は田中光顕















十一箇条である。それが坂崎紫瀾『少年読本  坂本龍馬』（1900 年）で八カ条に整えられ、さらに宮内省



















 第 1 に、坂崎紫蘭と自由民権運動とのかかわりについてである。坂崎『汗血千里の駒』における坂本龍
馬像は、板垣、後藤に自由民権運動の正嫡たる地位を与えるために書かれたという本論文の指摘は、































 第 4 に、瑞山会の活動が、中央政府の土佐閥として担った政治的な意味ないし役割についての理解
である。瑞山会の組織的な結成は 1884 年（明治 17）3 月とされるが、その首領たる田中光顕は翌年 7


















運動のもと、「大正政変」により、第 3 次桂太郎内閣が倒されるのは 1913 年（大正 2）2 月で、『維新土佐







れらの諸点を総合して、本論文は博士（文学）の学位を授与するに相応しいものと判定する。                                   
